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令和６年度 数学科 第 3 学年 年間指導計画・評価計画 

＜１＞ 教科の目標 

  数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を育成することも目指す。 
 

＜２＞ 各学年・各分野の目標 

１． 正の数と負の数、文字を用いた式と一元一次方程式、平面図形と空間図形、比例や反比例、データの分布と

確率などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数理的に捉えたり、数学的

に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

２． 数の範囲を拡張し、数の性質や計算について考察したり、文字を用いて数量の関係や法則などを考察した

りする力、図形の構成要素や構成の仕方に着目し、図形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察する力、

数量の変化や対応に着目して関数関係を見だし、その特徴を表、式、グラフなどで考察する力、データの分

布に着目し、その傾向を読み取り批判的に考察して判断したり、不確定な事象の起こりやすさについて考

察したりする力を養う。 

３． 数学的活動の楽しさや数学の良さに気付きて粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問

題解決の過程を振り返って検討しようとする態度、多面的に捉え考えようとする態度を養う。 
 

＜３＞ 評価の観点及びその趣旨 
  

＜４＞ 観点別評価の評価基準と評定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜５＞ 指導上の配慮事項 

① 生徒の言語活動を充実させる指導。 

② 体験的な学習や問題解決的な学習。 

③ 学習の見通しを立てたりする学習。学習を振り返ったりする学習。 

④ 個に応じた指導の充実。→ 習熟度の程度に応じた指導、繰り返し指導 

生徒の興味・関心に応じた課題学習 

ＩＣＴを活用した学習、補充的な学習、発展的な学習 

知識・技能 ・数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解している。 

・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身

に付ける。 

思考・判断・表現 数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし総合的・

発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現 

する力を身に付けている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそ

うとしたり、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしたりしている。 

観点別 

評価基準 

Ａ 十分に満足できる状況である。（８０％以上） 

Ｂ おおむね満足できる状況である。（５０％以上） 

Ｃ 努力を要する状況である。（５０％未満） 

 

 

評定 

 

 

５ 十分に満足できる状況であるもののうちで、特に程度の高いもの（９０％以上） 

４ 十分満足できる状況である。（８０％以上９０％未満） 

３ おおむね満足できる状況である。（５０％以上８０％未満） 

２ 努力を要する状況である。（２０％以上５０％未満） 

１ 一層努力を要する（２０％未満） 
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１章 多項式 （19 時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・単項式と多項式の乗法及び多項式

を単項式で割る除法の計算をする

ことができる。 

・簡単な１次式の乗法の計算及び次

の公式を用いる簡単な式の展開や

因数分解をすることができる。 

  (x＋a)(x＋b)＝x2＋(a＋b)x＋ab 

(x＋a)2＝x2＋2ax＋a2 

(x－a)2＝x2－2ax＋a2 

(x＋a)(x－a)＝x2－a2 

・既に学習した計算の方法と関連付

けて，式の展開や因数分解する方法

を考察し表現することができる。 

・文字を用いた式を活用して数量及

び数量の関係を捉え説明すること

ができる。 

・式の展開や因数分解をすることの

必要性や意味を考えようとしてい

る。 

・式の展開や因数分解について学ん

だことを生活や学習に生かそうと

している。 

・式の展開や因数分解を活用した問

題解決の過程を振り返って検討し

ようとしている。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

多
項
式
の
計
算 

先にゴール

するのはど

のコース？ 

19 

具体的な問題

を，文字式と

その計算を利

用して解決す

ることを通し

て，文字のよ

さ を 理 解 す

る。 

・どのコースが先に

ゴールするかを，コ

ースの長さを比べ

て予想し，実際の映

像で確認する。 

・点Ｐの位置を変え

るとどうなるかを，

文字式とその計算

を使って考える。 

 ○具体的な問題

を，文字式とそ

の計算を利用

して解決する

ことができる。 

○文字を使

った式の

必要性と

意味を考

えようと

している。 

１ 多項式

と単項式

の乗除 

単項式と多項

式の乗法や多

項式を単項式

でわる除法の

計 算 が で き

る。 

・単項式と多項式の

乗法の計算をする。 

・多項式を単項式で

わる除法の計算を

する。 

○単項式と多項

式の乗法の計

算方法を理解

し,計算するこ

とができる。 

○多項式を単項

式でわる除法

の計算方法を

理解し，計算す

ることができ

る。 

 

２ 多項式

の乗法 

式を展開する

ことの意味を

理解し，多項

式どうしの積

を 展 開 で き

る。 

・多項式と多項式の

乗法を，面積図を用

いたり，1 つの多項

式を文字に置きか

えたりして考える。 

・式を展開すること

の意味を知る。 

・多項式どうしの積

を展開する。 

○式を展開する

ことの意味を

理解し，多項式

どうしの積を

展開できる。 

○多項式と多項

式の乗法を，面

積図を用いた

り，1 つの多項

式を文字にお

きかえたりし

て考え，説明す

ることができ

る。 

○式を展開

すること

の必要性

と意味を

考えよう

としてい

る。 
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３ 乗法公

式 

 

乗法公式 1 を

見いだし，そ

れを利用して

式を展開でき

る。 

・(x＋a)(x＋b)を展開

したり，面積図を用

いたりして，乗法公

式 1 をつくる。 

・乗法公式 1を利用し

て，式を展開する。 

○乗法公式1を理

解し，公式 1 を

利用して式を

展開できる。 

○ (x＋ a)(x＋ b)

を展開したり，

面積図を用い

たりして，乗法

公式1を導くこ

とができる。 

○式を展開

する方法

を考えよ

うとして

いる。 

乗法公式 2，3

を見いだし，

それらを利用

して式を展開

できる。 

・乗法公式 1をもとに

して，和の平方，差

の平方を展開する

ための乗法公式 2，

3 をつくる。 

・乗法公式 2，3 を利

用して，式を展開す

る。 

○乗法公式2，3を

理解し，公式 2，

3 を利用して式

を展開できる。 

○乗法公式1をも

とにして，乗法

公式 2，3 を導

くことができ

る。 

乗法公式 4 を

見いだし，そ

れを利用して

式を展開でき

る。 

・乗法公式 1をもとに

して，和と差の積を

展開するための乗

法公式 4 をつくる。 

・乗法公式 4を利用し

て，式を展開する。 

○乗法公式4を理

解し，公式 4 を

利用して式を

展開できる。 

○乗法公式1をも

とにして，乗法

公式4を導くこ

とができる。 

乗法公式を利

用して，いろ

いろな式をく

ふうして展開

できる。 

・式の一部を１つの

文字におきかえて，

式を展開する。 

・式の展開と加法，減

法を組み合わせた

式の計算をする。 

○乗法公式を利

用して，いろい

ろな式をくふ

うして展開で

きる。 

○乗法公式を利

用するために，

式の一部を1つ

の文字におき

かえる方法を

考え，説明する

ことができる。 

○式の展開

について

学んだこ

とを学習

に生かそ

うとして

いる。 

基本の問題 
 

２ 

因
数
分
解 

長方形の縦

と横の長さ

は？ 

式の展開とは

逆に，多項式

をいくつかの

式の積で表す

ことができる

ことを理解す

る。 

・巻末の正方形や長

方形を組み合わせ

て，あたえられた面

積の長方形をつく

り，縦と横の長さが

どんな式で表され

るかを調べる。 

○多項式をいく

つかの式の積

で表すことが

できることを

理解している。 

○巻末の正方形

や長方形を使

って，あたえら

れた面積の長

方形をつくる

ことができる。 

 ○式を因数

分解する

ことの必

要性や意

味を考え

ようとし

ている。 

１ 因数分

解 

式を因数分解

することの意

味を理解し，

共通な因数を

く く り 出 し

て，式を因数

分解できる。 

・式の因数，式を因数

分解することの意

味を知る。 

・共通な因数をくく

り出して，式を因数

分解する。 

○式の因数，式を

因数分解する

ことの意味を

理解し,共通な

因数をくくり

出して，式を因

数分解できる。 

 

２ 公式を

利用する

因数分解 

乗法公式 1 を

逆にみて，公

式 1’を導き，

それを利用し

て，式を因数

分解できる。 

・x2＋7x＋12の因数分

解を，面積図を使っ

て考える。 

・公式 1’を利用し

て，式を因数分解す

る。 

○因数分解の公

式 1’を理解

し,公式 1’を

利用して，式を

因数分解でき

る。 

○公式 1’の因数

分解で，a，b の

見つけ方を，面

積図を使って

考え，説明する

ことができる。 

○式を因数

分解する

方法を考

えようと

している。 
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乗法公式 2，3，

4 を逆にみて，

公式 2’，3’，

4’ を導き，

それらを利用

して，式を因

数 分 解 で き

る。 

・x2＋6x＋9 の因数分

解を，公式 1’を使

って考える。 

・公式 2’，3’，4’

を利用して，式を因

数分解する。 

○因数分解の公

式 2’，3’，4’

を理解し,公式

2’，3’， 4’

を利用して，式

を因数分解で

きる。 

 

因数分解の公

式 を 利 用 し

て，いろいろ

な式をくふう

して因数分解

できる。 

・共通因数をくくり

出してから，式を因

数分解する。 

・式の一部を１つの

文字におきかえて，

式を因数分解する。 

○因数分解の公

式を利用して，

いろいろな式

をくふうして

因数分解でき

る。 

○因数分解の公

式を利用する

ために，式の一

部を１つの文

字におきかえ

る方法を考え，

説明すること

ができる。 

○式の因数

分解につ

いて学ん

だことを

学習に生

かそうと

している。 

基本の問題 
 

３ 

式
の
計
算
の
利
用 

速算のしく

みを探ろ

う 

速算の方法を

予想し，その

予想が正しい

ことを文字式

とその計算を

利用して証明

する。 

・一の位が 5の 2けた

の整数の 2 乗につ

いて，速算の方法を

予想し，それがいつ

でも成り立つこと

を証明する。 

○文字を使って

数量を表した

り，目的に応じ

て式を変形し

たりすること

ができる。 

○速算の方法が

正しいことを，

文字を使って

証明すること

ができる。 

○式の展開

や因数分

解につい

て学んだ

ことを学

習に生か

そうとし

ている。 

○式の展開

や因数分

解を活用

した問題

解決の過

程を振り

返って検

討しよう

としてい

る。 

１ 式の計

算の利用 

乗法公式や因

数分解の公式

を利用して，

数の計算の結

果や式の値を

くふうして求

めることがで

きる。 

・展開や因数分解を

利用して，数の計算

の結果や式の値を

くふうして求める。 

 ○乗法公式や因

数分解の公式

を利用して，数

の計算の結果

や式の値をく

ふうして求め

る方法を考え，

説明すること

ができる。 

 

数の性質が成

り 立 つ こ と

を，文字を使

って証明する

こ と が で き

る。 

・2 つの続いた奇数の

積に１を加えた数

の性質を予想し，文

字を使って証明す

ることができる。 

・証明した数の性質

の条件を変えるこ

とで，それらの性質

を統合的に考える

ことができる。 

○文字を使って

数量を表した

り，目的に応じ

て式を変形し

たりすること

ができる。 

○数の性質が成

り立つことを，

文字を使って

証明すること

ができる。 

○文字を使った

証明を読んで，

新たな性質を

見いだすこと

ができる。 

図形の性質が

成り立つこと

を，文字式と

その計算を利

用して証明す

ることができ

る。 

・幅一定の図形の面

積は，(幅)×(中央

を通る線の長さ)で

求められることを，

式の計算を利用し

て証明する。 

○文字を使って

数量を表した

り，目的に応じ

て式を変形し

たりすること

ができる。 

○図形の性質が

成り立つこと

を，文字式とそ

の計算を利用

して証明する

ことができる。 

章の問題Ａ 
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2 章 平方根 （16 時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・数の平方根の必要性と意味を理解

している。 

・有理数，無理数の意味を理解して

いる。 

・数の平方根をふくむ簡単な式の計

算をすることができる。 

・具体的な場面で数の平方根を用い

て表したり処理したりすることが

できる。 

・これまでに学んだ文字式の計算な

どと関連付けて，数の平方根をふ

くむ式の計算の方法を考察し表現

することができる。 

・数の平方根を具体的な場面で活用

することができる。 

・数の平方根の必要性や意味を考え

ようとしている。 

・数の平方根について学んだことを

生活や学習に生かそうとしている。 

・数の平方根を活用した問題解決の

過程を振り返って検討しようとし

ている。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

平
方
根 

いろいろな

面積の正方

形をかいて

みよう 

16 

方眼を使って

かいた正方形

には，1 辺の長

さが整数で表

せない場合が

あることを理

解する。 

・1 辺の長さが 1cm の

方眼を使って，いろ

いろな面積の正方

形をかく。 

・正方形の 1辺の長さ

をはかったり，計算

したりして調べる。  

 ○方眼を使って

かいた正方形

の面積の求め

方を考え，説明

することがで

きる。 

○数の平方

根の必要

性と意味

を考えよ

うとして

いる。 

１ 平方根 

2 乗して 2 に

なる数は，か

ぎりなく続く

小数であり，

根号を使って

表すことを理

解する。 

・2 乗して 2 になる数

の近似値を求める。 

 

○2 乗して 2 にな

る数は，かぎり

なく続く小数

であり，根号を

使って表すこ

とを理解して

いる。 

 

平方根の意味

を理解し，あ

る数の平方根

を求めること

ができる。 

・平方根の意味を知

る。 

・ある数の平方根を

求める。 

・√𝑎2，(√𝑎)
2
を，根号

を使わずに表す。 

○平方根の意味

を理解し，ある

数の平方根を

求めることが

できる。 

○√𝑎2，(√𝑎)
2
を，

根号を使わず

に表すことが

できる。 

 

平方根の大小

関 係 を 理 解

し，平方根の

大小を不等号

を使って表す

こ と が で き

る。 

・正方形の 1辺の長さ

を比べて，平方根の

大小を調べる。 

・平方根の大小を，不

等号を使って表す。 

○平方根の大小

関係を理解し，

平方根の大小

を不等号を使

って表すこと

ができる。 

○2 つの正方形の

面積と 1 辺の長

さの関係をもと

に，平方根の大

小を考え，説明

することがで

きる。 
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有理数，無理

数の意味を理

解し，これま

で学んだ数を

有理数と無理

数に分類でき

る。 

・これまで学んだ数

を振り返って，有理

数と無理数に分類

する。 

・有理数と無理数を

合わせると，数直線

上の点に対応する

数をすべて表すこ

とができることを

知る。 

・有理数を小数で表

したときの特徴を

調べる。 

○有理数，無理数

の意味を理解

し， 

これまで学ん

だ数を有理数

と無理数に分

類できる。 

○有理数を小数

で表すと，有限

小数か循環小

数になること

を理解してい

る。 

 

基本の問題  

２ 

根
号
を
ふ
く
む
式
の
計
算 

新しい数の

世界の計算

を考えよう 

根号をふくむ

式の乗法や除

法の計算方法

を理解する。 

・√𝑎 × √𝑏を√𝑎 × 𝑏と

計算してよいかど

うかを，具体的な数

や近似値を用いて

考える。 

・√𝑎 × √𝑏 = √𝑎 × 𝑏と

なることを，論理的

に説明する。 

○根号をふくむ

式の乗法や除

法の計算方法

を理解してい

る。 

○ √𝑎 × √𝑏 を

√𝑎 × 𝑏 と 計 算

してよい理由

を，具体的な数

や近似値を用

いて考え，説明

することがで

きる。 

○根号をふ

くむ式の

乗法や除

法の計算

方法を考

えようと

している。 

１ 根号を

ふくむ式

の乗除 

根号のついた

数を変形する

こ と が で き

る。また，根号

のついた数を

変形して，近

似値を求める

こ と が で き

る。 

・𝑎√𝑏を√𝑎2𝑏の形に

表したり，√𝑎2𝑏を

𝑎√𝑏の形に表した

りする。 

・根号のついた数を

変形して，近似値を

求める。 

○根号のついた

数を変形する

ことができる。 

○根号のついた

数を変形して，

近似値を求め

ることができ

る。 

 

 

分母を有理化

することの意

味を理解し，

ある数の分母

を有理化する

こ と が で き

る。 

・分母を有理化する

ことの意味を知る。 

・ある数の分母を有

理化する。 

［用語・記号］分母を

有理化する 

○分母を有理化

することの意

味を理解し，あ

る数の分母を

有理化するこ

とができる。 

 

根号をふくむ

式の乗法や除

法の計算がで

きる。 

・根号をふくむ式の

乗法や除法を，くふ

うして計算する。 

○根号をふくむ

式の乗法や除

法の計算がで

きる。 

 

２ 根号を

ふくむ式

の加減 

√𝑎 + √𝑏 を

√𝑎 + 𝑏と計算

できない理由

を，近似値や

面積図を用い

て考え，説明

することがで

きる。 

・√𝑎 + √𝑏を√𝑎 + 𝑏と

計算してよいかど

うかを，近似値や面

積図を用いて考え，

説明する。 

○√2 + √3は，こ

れ以上簡単に

することがで

きない数であ

ることを理解

している。 

○ √𝑎 + √𝑏 を

√𝑎 + 𝑏と 計 算

できない理由

を，近似値や面

積図を用いて

考え，説明する

ことができる。 

○根号をふ

くむ式の

加法や減

法の計算

方法を考

えようと

している。 
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根号をふくむ

式の加法や減

法の計算がで

きる。 

・面積が 2cm2 の正方

形を 4つ並べてでき

る正方形の 1辺の長

さを，いろいろな考

え方で表す。 

・根号をふくむ式の

加法や減法の計算

をする。 

○根号をふくむ

式の加法や減

法の計算がで

きる。 

 

３ 根号を

ふくむ式

のいろい

ろな計算 

分配法則や乗

法公式を利用

して，根号を

ふくむ式を計

算できる。ま

た，根号をふ

くむ式の計算

を使って，式

の値を求める

こ と が で き

る。 

・分配法則や乗法公

式を使って，根号を

ふくむ式を計算す

る。 

・根号をふくむ式の

計算を使って，式の

値を求める。 

○分配法則や乗

法公式を利用

して，根号をふ

くむ式を計算

できる。 

○根号をふくむ

式の計算を使

って，式の値を

求めることが

できる。 

 ○既習の計

算法則な

どを，根号

をふくむ

式の計算

に生かそ

うとして

いる。 

基本の問題 
 

３ 

平
方
根
の
利
用 

コピー用紙

はどんな長

方形？ 

数の平方根を

具体的な場面

で活用するこ

とができる。 

・B5 判のコピー用紙

の，短い辺と長い辺

の長さの比を，紙を

折ったり，図をかい

たりして考える。 

○具体的な場面

で数の平方根

を用いて表し

たり，処理した

りすることが

できる。 

○数の平方根を

具体的な場面

で活用するこ

とができる。 

○数の平方

根につい

て学んだ

ことを生

活に生か

そうとし

ている。 

○数の平方

根を活用

した問題

解決の過

程を振り

返って検

討しよう

としてい

る。 

章の問題Ａ 
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3 章 ２次方程式 （15 時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・2次方程式の必要性と意味及びその

解の意味を理解している。 

・平方の形に変形し2次方程式を解く

ことができる。 

・解の公式の意味を理解し，それを

用いて2次方程式を解くことができ

る。 

・因数分解を利用して2次方程式を解

くことができる。 

・事象の中の数量やその関係に着目

し，2次方程式をつくることができ

る。 

・平方根や因数分解の考えをもとに

して，2次方程式を解く方法を考察

し表現することができる。 

・具体的な問題の解決に2次方程式を

活用し，解が適切であるかどうか

を判断することができる。 

・2 次方程式の必要性と意味を考えよ

うとしている。 

・2 次方程式について学んだことを

生活や学習に生かそうとしてい

る。 

・2次方程式を活用した問題解決の過

程を振り返って検討しようとして

いる。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

２
次
方
程
式
と
そ
の
解
き
方 

ロープで囲

んだ長方形

の面積は？ 

15 

具体的な問題

を解決するこ

とを通して，2

次方程式の必

要性を理解す

る。 

・周の長さが 24mの長

方形を図にかいて，

縦，横の長さと面積

について調べる。 

・面積が 34m2のとき，

縦と横の長さを求

めるための方程式

をつくる。 

○具体的な問題

の中から数量

の間の関係を

見いだし，2 次

方程式をつく

ることができ

る。 

 ○2次方程式

の必要性

と意味を

考えよう

としてい

る。 

 
１ ２次方

程式とそ

の解 
2 次方程式と

その解の意味

を理解する。 

・2 次方程式の意味を

知る。 

・2 次方程式の解と 2

次方程式を解くこ

との意味を知る。 

○2 次方程式とそ

の解の意味を

理解している。 

 

２ 平方根

の考えを

使った解

き方 

平方根の考え

を使って，ax2

＋c＝0，(x＋

▲ ) 2＝●の形

をした 2 次方

程式を解くこ

とができる。 

・平方根の考えをも

とにして，2 次方程

式の解き方を考え

る。 

・平方根の考えを使

って，ax2＋c＝0， 

(x＋▲) 2＝●の形を

した 2次方程式を解

く。 

○平方根の考え

を使って，ax2＋

c＝0，(x＋▲) 2

＝●の形をし

た2次方程式を

解くことがで

きる。 

〇平方根の考え

をもとにして，

2 次方程式の解

き方を考え，説

明することが

できる。 

○平方根の

考えをも

とにして，

2次方程式

の解き方

を考えよ

うとして

いる。 

 

x2＋px＋q＝0

の形をした 2

次方程式を，

(x＋▲) 2＝●の

形に変形して

解く方法を理

解する。 

・x2＋px＋q＝0 の形を

した 2 次方程式を， 

 (x＋▲) 2＝●の形に

変形して解く方法

を考える。 

○ x2＋ px＋ q＝ 0

の形をした2次

方程式を，(x＋

▲) 2＝●の形に

変形して解く

方法を理解し，

解くことがで

きる。 

○ x2＋ px＋ q＝ 0

の形をした2次

方程式を，(x＋

▲) 2＝●の形に

変形して解く

方法を考え，説

明することが

できる。 
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x2＋px＋q＝0

の形をした 2

次方程式を，

(x＋▲) 2＝●の

形に変形して

解くことがで

きる。 

・x2＋px＋q＝0 の形を

した 2 次方程式を， 

 (x＋▲) 2＝●の形に

変形して解く。 

  

３ ２次方

程式の解

の公式 

2 次方程式の

解の公式の意

味 を 理 解 す

る。 

・2 次方程式 3x2＋5x

＋1＝0 の解き方に

ならって，2 次方程

式 ax2＋bx＋c＝0 を

解くことで，解の公

式が導けることを

知る。 

［用語・記号］解の公

式 

○2 次方程式の解

の公式の意味

を理解し，解の

公式を使って 2

次方程式を解

くことができ

る。 

  

解の公式を使

って 2 次方程

式を解くこと

ができる。 

・解の公式を使って 2

次方程式を解く。 

４ 因数分

解を使っ

た解き方 

因数分解を使

って 2 次方程

式を解くこと

ができる。 

・因数分解の考えを

もとにして，2 次方

程式の解き方を考

える。 

・因数分解を使って 2

次方程式を解く。 

・x2＝4x の解き方の誤

りを指摘し，正しい

解を求める。 

○因数分解を使

って2次方程式

を解くことが

できる。 

○因数分解の考

えをもとにし

て，2 次方程式

の解き方を考

え，説明するこ

とができる。 

○因数分解

の考えを

もとにし

て，2 次方

程式の解

き方を考

えようと

している。 

 

５ いろい

ろな２次

方程式 

いろいろな 2

次方程式を，

適当な方法で

解くことがで

きる。 

・2 次方程式の解き方

を振り返って，どの

方法で解いても解

は同じになること

を確認する。 

・いろいろな 2次方程

式を，適当な方法で

解く。 

○いろいろな2次

方程式を，適当

な方法で解く

ことができる。 

○2 次方程式の式

の形や係数に

着目して，それ

ぞれに適した

解き方を考え，

説明すること

ができる。 

○2次方程式

の解き方

を振り返

って，より

よい方法

で解こう

としてい

る。 

基本の問題 
 

 

２ 

２
次
方
程
式
の

利
用 

畑に通路

をつく

ろう 

 

具体的な問

題を，2 次方

程式を利用

して解決す

るときの考

え方や手順

を理解する。 

・花だんの通路の幅

を，2 次方程式を利

用して求めること

について考える。 

・2 次方程式を使っ

て文章題を解く手

順を確認する。 

○2 次方程式を

利用して問題

を解決すると

きの手順を理

解している。 

○具体的な問題

の中から数量

○具体的な問題

の解決に 2 次

方程式を活用

し，解が適切

であるかどう

かを判断する

○2 次方程式に

ついて学んだ

ことを生活や

学習に生かそ

う と し て い

る。 
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１ ２次

方程式

の利用 

数に関する

問題を，2 次

方程式を利

用して解決

することが

できる。 

・数に関する問題を，

2 次方程式を利用

して解決する。 

の間の関係を

見いだし，2 次

方程式をつく

ることができ

る。 

こ と が で き

る。 

○2 次方程式を

活用した問題

解決の過程を

振り返って検

討しようとし

ている。 

長方形の紙

から作った

直方体の容

器の容積に

関する問題

を，2 次方程

式を利用し

て解決する

ことができ

る。 

・長方形の紙から作

った直方体の容器

の容積に関する問

題を，2 次方程式を

利用して解決す

る。 

図形の動点

に関する問

題を，2 次方

程式を利用

して解決す

ることがで

きる。 

・図形の動点に関す

る問題を，2 次方程

式を利用して解決

する。 

章の問題Ａ 
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4 章 関数 y＝ax2 （17 時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・関数 y＝ax2について理解してい

る。 

・事象の中には関数y＝ax2として捉

えられるものがあることを知って

いる。 

・関数y＝ax2を表，式，グラフを用

いて表現したり，処理したりする

ことができる。 

・いろいろな事象の中に，関数関係

があることを理解している。 

・関数 y＝ax2として捉えられる２つ

の数量について，変化や対応の特

徴を見いだし，表，式，グラフを

相互に関連付けて考察し表現する

ことができる。 

・関数 y＝ax2を用いて具体的な事象

を捉え考察し表現することができ

る。 

・関数 y＝ax2の必要性と意味を考え

ようとしている。 

・関数 y＝ax2について学んだことを

生活や学習に生かそうとしている。 

・関数 y＝ax2を活用した問題解決の

過程を振り返って検討しようとし

ている。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

関
数y

＝a
x

2 

ジェットコ

ースターの

進むようす

は？ 

17 

具体的な事象

の中の 2 つの

数量の変化や

対応の様子を

調べ，変化の

割合が一定で

はない関数が

あることを理

解する。 

・ジェットコースタ

ーでは，進んだ距離

が時間にともなっ

てどのように変化

するかを調べる。 

○具体的な事象

の中の2つの数

量の変化や対

応の様子を調

べ，変化の割合

が一定ではな

い関数がある

ことを理解す

る。 

○具体的な事象

の中の2つの数

量の変化や対

応の様子を，表

やグラフを用

いて調べ，その

特徴を説明す

ることができ

る。 

○関数 y＝

ax2 の必要

性と意味

を考えよ

うとして

いる。 

１ 関数 y

＝ax2 

関数 y＝ax2 の

意味を理解す

る。 

・ジェットコースタ

ーが斜面を下りる

場合を，球が斜面を

転がる場面におき

かえて，時間と距離

の関係を調べる。 

・関数y＝ax2の意味を

知る。 

 

○関数 y＝ax2 の

意味を理解し

ている。 

 

 

関数 y＝ax2 の

意 味 を 理 解

し， y＝ax2の

式に表すこと

ができる。 

・yを xの式で表して，

y は x の 2 乗に比例

するかどうかを調

べる。 

・1 組の x，y の値の組

から，y＝ax2の式を

求める。 

○関数 y＝ax2 の

関係を式に表

すことができ

る。 

 

２ 

関

数y

＝

a
x

2

の

性
質
と

調
べ
方 

 

関数 y＝ax2

の性質を調

べてみよう 

関数 y＝x2 の

グラフの特徴

を理解する。 

・比例や 1次関数の性

質を調べたときの

経験を振り返って，

○関数 y＝x2 のグ

ラフは，その式

をみたす点の

 ○関数 y＝

ax2 のグラ

フの特徴
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１ 関数 y

＝ax2の

グラフ 

関数 y＝ax2 の性質

の調べ方に見通し

をもつ。 

・関数 y＝x2のグラフ

がどのような形に

なるかを調べる。 

・関数 y＝x2のグラフ

の特徴を調べる。 

集合で，なめら

かな曲線であ

ることを理解

している。 

○関数 y＝x2 のグ

ラフの特徴を

理解している。 

を捉えよ

うとして

いる。 

 

関数 y＝x2と y

＝ 2x2 のグラ

フ，関数 y＝

2x2と y＝－2x2

のグラフの関

係 を 理 解 す

る。 

・関数 y＝x2のグラフ

をもとにして，y＝

2x2 のグラフをか

き，その特徴を調べ

る。 

・関数y＝2x2のグラフ

をもとにして， 

 y＝－2x2 のグラフ

をかき，その特徴を

調べる。 

○関数 y＝x2 と y

＝ 2x2 の グ ラ

フ，関数 y＝2x2

と y＝－2x2 の

グラフの関係

を理解してい

る。 

○関数 y＝ax2 の

グラフをかく

ことができる。 

○関数 y＝x2 と y

＝ 2x2 の グ ラ

フ，関数 y＝2x2

と y＝－2x2 の

グラフを関連

付けて，その特

徴を説明する

ことができる。 

関数 y＝ax2 の

グラフの特徴

を理解する。 

・関数y＝ax2のグラフ

について，a の値を

いろいろにとって，

その特徴を調べる。 

・関数y＝ax2のグラフ

の特徴をまとめる。 

○関数 y＝ax2 の

グラフの特徴

を理解してい

る。 

○関数 y＝ax2 の

グラフについ

て，a の値と関

連付けて，その

特徴を説明す

ることができ

る。 

２ 関数 y

＝ax2の

値の変化 

関数 y＝ax2 の

値の変化の特

徴 を 理 解 す

る。 

・関数y＝ax2の値の増

減について調べる。 

・1 次関数と関数 y＝

ax2 の変化の割合を

比べ，その特徴を調

べる。 

 

○関数 y＝ax2 の

値の増減とグ

ラフの特徴を

理解している。 

○関数 y＝ax2 の

変化の割合は

一定ではない

ことを理解し

ている。 

 

○関数 y＝ax2 の

変化の割合を，

1 次関数の変化

の割合と対比

させて考え，説

明することが

できる。 

○関数 y＝

ax2 の値の

変化の特

徴を捉え

ようとし

ている。 

関数 y＝ax2 の

変化の割合を

求めることが

できる。 

・関数y＝ax2の変化の

割合を求める。 

○関数 y＝ax2 の

変化の割合を

求めることが

できる。 

○関数 y＝ax2 の

変化の割合は，

グラフ上の2点

を通る直線の

傾きを表して

いることを理

解している。 
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関 数 y ＝ ax2

で，x の変域に

対応する y の

変域を求める

こ と が で き

る。 

・関数 y＝ax2で，x の

変域に対応する y

の変域を求める。 

・関数 y＝ax2と関数 y

＝ax＋b の特徴を，

振り返ってまとめ

る。 

○関数 y＝ax2で，

x の変域に対応

する yの変域を

求めることが

できる。 

○関数 y＝ax2 と

関数 y＝ax＋b

の特徴を，対比

させて理解し

ている。 

 

具体的な事象

において，関

数 y＝ax2 の変

化の割合の意

味を考え，説

明することが

できる。 

・ジェットコースタ

ーの例で，変化の割

合がどんなことを

表しているかを考

える。 

・平均の速さを求め

ることができる。 

 

○平均の速さを

求めることが

できる。 

○具体的な事象

において，関数

y＝ ax2 の変化

の割合の意味

を考え，説明す

ることができ

る。 

基本の問題  

３ 

い
ろ
い
ろ
な
関
数
の
利
用 

走行時の速

さを推測し

よう 

具体的な事象

の中の 2 つの

数量の間の関

係を，関数 y＝

ax2 とみなし

て，問題を解

決することが

できる。 

・自動車の走行時の

速さを，速さとブレ

ーキ痕の長さの関

係をもとにして予

想する。 

 

○身のまわりに

は，2 つの数量

の間の関係を

関数 y＝ax2 と

みなして，問題

を解決できる

場面があるこ

とを理解して

いる。 

○具体的な事象

の中の2つの数

量の間の関係

を，関数 y＝ax2

とみなして，問

題を解決する

ことができる。 

○関数 y＝

ax2 につい

て学んだ

ことを生

活に生か

そうとし

ている。 

○関数 y＝

ax2 を活用

した問題

解決の過

程を振り

返って検

討しよう

としてい

る。 

１ 関数 y

＝ax2の

利用 

具体的な事象

の中の 2 つの

数量の間の関

係を，関数 y＝

ax2で捉え，問

題を解決する

ことができる。 

・身のまわりの問題

を，関数 y＝ax2やそ

のグラフを利用し

て解決する。 

○具体的な事象

の中の2つの数

量の間の関係

を，関数 y＝ax2

で捉え，問題を

解決することが

できる。 

放物線と直線

の 2 つの交点

の座標や 2 つ

の交点を通る

直線の式を求

めることがで

きる。 

・放物線と直線 2つの

交点の座標や 2 つ

の交点を通る直線

の式を求める。 

○放物線と直線

の2つの交点の

座標や2つの交

点を通る直線

の式を求める

ことができる。 

○放物線と直線

の2つの交点の

座標や2つの交

点を通る直線

の式の求め方

を考え，説明す

ることができ

る。 

２ いろい

ろな関数 

いろいろな事

象の中から関

数関係を見い

だし，その変

化や対応の特

徴を捉え，説

明することが

できる。 

・いろいろな事象の

中から関数関係を

見つけ，その変化や

対応の様子を調べ

る。 

○いろいろな事

象の中に関数

関係があるこ

とを理解して

いる。 

○いろいろな事

象の中から関

数関係を見い

だし，その変化

や対応の特徴

を捉え，説明す

ることができ

る。 

章の問題Ａ  



194 

 

5 章 相似な図形 （23 時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・平面図形の相似の意味及び三角形

の相似条件について理解してい

る。 

・相似な平面図形の相似比と面積比

の関係について理解している。 

・基本的な立体の相似の意味を理解

し，相似な立体の相似比と表面積

の比や体積比の関係について理解

している。 

・誤差，有効数字の意味を理解し，

近似値をa×10nの形に表現するこ

とができる。 

・三角形の相似条件などを基にして

図形の基本的な性質を論理的に確

かめることができる。 

・平行線と線分の比についての性質

を見いだし，それらを確かめるこ

とができる。 

・相似な図形の性質を具体的な場面

で活用することができる。 

・図形の相似の意味や，相似な図形の

相似比と面積比や体積比の関係を

考えようとしている。 

・図形の相似について学んだことを

生活や学習に生かそうとしている。 

・相似な図形の性質を活用した問題

解決の過程を振り返って検討しよ

うとしている。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に

学習に取

り組む態

度 

１ 
相
似
な
図
形 

どのように

拡大されて

いるかな？ 

23 

身のまわりに

あるものを図

形 と み な し

て，その図形

のある点を中

心に拡大する

方法や拡大し

てできる図形

の特徴を理解

する。 

・タブレット上での 2

本の指の操作によ

って，図形がどのよ

うに拡大されてい

るかを調べる。 

 ○図形をある点

を中心に拡大

する方法や拡

大してできる

図形の特徴を

見いだし，説明

することがで

きる。 

○平面図

形の相

似の意

味を考

えよう

として

いる。 

１ 相似な

図形 

平面図形の相

似の意味と相

似な図形の性

質 を 理 解 す

る。また，相似

比の意味を理

解し，相似比

を求めること

ができる。 

・平面図形の相似の

意味と表し方を知

る。 

・ある図形の拡大図

をかいて，対応する

部分の長さや角の

大きさの関係を調

べる。 

・相似な図形の性質

を確認する。 

・相似比の意味を知

る。 

・図形の合同と相似

の関係を考える。 

 

○平面図形の相

似の意味と表

し方を理解し

ている。 

○相似な図形の

性質を理解し

ている。 

○相似比の意味

を理解し，相似

比を求めるこ

とができる。 

○合同な図形は，

相似な図形で

相似比が1：1の

特別な場合で

あることを理

解している。 
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相似の位置に

あることの意

味を理解し，

ある図形と相

似の位置にあ

る図形をかく

こ と が で き

る。 

・相似の位置にある

ことの意味を知る。 

・ある図形と相似の

位置にある図形を

かく。 

○相似の位置に

あることの意

味を理解し，あ

る図形と相似

の位置にある

図形をかくこ

とができる。 

 

相似な図形の

辺の長さを，

対応する辺の

比やとなり合

う辺の比が等

しいことを使

って求めるこ

とができる。 

・相似な図形の辺の

長さを，対応する辺

の比が等しいこと

を使って求める。 

・相似な図形の辺の

長さを，となり合う

辺の比が等しいこ

とを使って求める。 

○相似な図形の

辺の長さを，対

応する辺の比

やとなり合う

辺の比が等し

いことを使っ

て求めること

ができる。 

  

２ 三角形

の相似条

件 

三角形の相似

条件を理解す

る。 

・ある三角形と相似

な三角形をかくた

めには，何がわかれ

ばよいかを考える。 

・三角形の相似条件

を確認する。 

○三角形の相似

条件を理解し

ている。 

○三角形の相似

条件を，三角形

の合同条件を

もとにして考

え，説明するこ

とができる。 

○三角形

の相似

条件の

意味を

考えよ

うとし

て い

る。 

三角形の相似

条件を利用し

て，2 つの三角

形が相似かど

うかを判断す

ることができ

る。 

・2 つの三角形が相似

かどうかを，三角形

の相似条件を使っ

て判断する。 

○三角形の相似

条件を利用し

て，2 つの三角

形が相似かど

うかを判断す

ることができ

る。 

 ○三角形

の相似

条件を

学習に

生かそ

うとし

て い

る。 三角形の相似

条件を利用し

て，図形の性

質を証明する

ことができ

る。 

・三角形の相似条件

を利用して，図形の

性質を証明する。 

 ○三角形の相似

条件を利用し

て，図形の性質

を証明するこ

とができる。 

３ 相似の

利用 

直接には測定

できない距離

や高さを，縮

図を利用して

求めることが

できる。 

・直接には測定でき

ない距離や高さを，

縮図を利用して求

める。 

 ○相似な図形の

性質を具体的

な場面で活用

することがで

きる。 

○図形の

相似に

ついて

学んだ

ことを

生活に

生かそ

うとし

て い

る。 
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測定値の誤差

の意味を理解

し，真の値の

範囲を不等号

を使って表す

こ と が で き

る。また，有効

数字の意味を

理解し，測定

値を a×10 

nの

形に表すこと

ができる。 

・測定値の誤差の意

味を知り，真の値の

範囲を不等号を使

って表す。 

・有効数字の意味を知

り，測定値を a×10 

nの形に表す。 

 

○誤差の意味を

理解し，真の値

の範囲を不等

号を使って表

すことができ

る。 

○有効数字の意

味を理解し，測

定値を a×10 

n

の形に表すこ

とができる。 

  

基本の問題  

２ 

平
行
線
と
比 

3 等分でき

るのはな

ぜ？ 

あたえられた

手順でノート

の罫線が 3 等

分できること

を，相似な図

形の性質を利

用して確かめ

ることができ

る。 

・あたえられた手順

でノートの罫線を 3

等分し，その方法で

3等分できるわけを

考える。 

 ○相似な図形の

性質を具体的

な場面で活用

することがで

きる。 

○図形の

相似に

ついて

学んだ

ことを

生活に

生かそ

うとし

て い

る。 

１ 三角形

と比 

三角形と比の

定 理 を 証 明

し，それを利

用して線分の

長さを求める

こ と が で き

る。 

・三角形の 1辺に平行

な直線が，他の 2 辺

に交わるときにで

きる線分の比を調

べ，成り立つ性質を

証明する。 

・三角形と比の定理

を確認する。 

・三角形と比の定理

を利用して，線分の

長さを求める。 

○三角形と比の

定理を利用し

て，線分の長さ

を求めること

ができる。 

○三角形と比の

定理を証明す

ることができ

る。 

○平行線

と線分

の比に

ついて

の性質

を見い

だそう

として

いる。 

三角形と比の

定理の逆を証

明し，それを

利用して 2 つ

の線分が平行

かどうかを判

断することが

できる。 

・三角形と比の定理

の逆が成り立つこ

とを証明する。 

・三角形と比の定理

の逆を確認する。 

・三角形と比の定理

の逆を利用して，2

つの線分が平行か

どうかを判断する。 

○三角形と比の

定理の逆を利

用して，2 つの

線分が平行か

どうかを判断

することがで

きる。 

○三角形と比の

定理の逆を証

明することが

できる。 

 

中点連結定理

を見いだし，

それを利用し

て線分の長さ

を求めること

ができる。 

・三角形の各辺の中

点を結んでできた

線分には，どんな性

質があるかを調べ

る。 

・中点連結定理を確

認する。 

・中点連結定理を利

用して，線分の長さ

を求める。 

○中点連結定理

を利用して，線

分の長さを求

めることがで

きる。 

○中点連結定理

を，三角形と比

の定理とその

逆をもとにし

て見いだし，説

明ことができ

る。 
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四角形の各

辺の中点を

結んだ図形

は？ 

中点連結定理

を利用して，

図形の性質を

証明すること

ができる。 

・四角形の各辺の中

点を結ぶと，どんな

図形になるかを調

べる。 

・四角形の各辺の中

点を結んでできる

四角形は，平行四辺

形であることを証

明する。 

○長方形やひし

形，正方形は，

平行四辺形の

特別な場合で

あることを理

解している。 

○中点連結定理

を利用して，図

形の性質を証

明することが

できる。 

○図形の

相似に

ついて

学んだ

ことを

学習に

生かそ

うとし

て い

る。 

○相似な

図形の

性質を

活用し

た問題

解決の

過程を

振り返

って検

討しよ

うとし

て い

る。 

２ 平行線

と比 

平行線と比の

定理を見いだ

し，それを利

用して線分の

長さを求める

こ と が で き

る。 

・平行線に直線が交

わるときの線分の

長さの求め方を考

え，説明する。 

・平行線と比の定理

を確認する。 

・平行線と比の定理

を利用して，線分の

長さを求める。 

○平行線と比の

定理を利用し

て，線分の長さ

を求めること

ができる 

○平行線と比の

定理を，三角形

と比の定理を

もとにして見

いだし，説明す

ることができ

る。 

○平行線

と線分

の比に

ついて

の性質

を見い

だそう

として

いる。 

平行線と比の

定理を利用し

て，図形の性

質を証明する

こ と が で き

る。 

・平行線と比の定理

を利用して，線分の

長さをあたえられ

た比に分ける。 

・平行線と比の定理

を利用して，図形の

性質を証明する。 

○平行線と比の

定理を利用し

て，線分の長さ

をあたえられ

た比に分ける

ことができる。 

○平行線と比の

定理を利用し

て，図形の性質

を証明するこ

とができる。 

○平行線

と比の

定理を

学習に

生かそ

うとし

て い

る。 

基本の問題  

３ 

相
似
な
図
形
の
面
積
と
体
積 

  

合同な図形

はいくつで

きるかな？ 

 

相似な三角形

について，相

似比と面積比

の関係を見い

だすことがで

きる。 

・相似比が 1：2 の 2

つの四角形で，大き

い四角形を切って，

小さい四角形を 4

つつくることがで

きるかどうかを考

える。 

・相似な三角形につ

いて，相似比と面積

比の関係を調べる。 

 ○相似な平面図

形の相似比と

面積比の関係

を見いだし，説

明することが

できる。 

○相似な多角形

の相似比と面

積比を，多角形

を三角形に分

○相似な

平面図

形の相

似比と

面積比

の関係

を考え

ようと

してい

る。 

１ 相似な

図形の相

似比と面

積比 
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相似な多角形

や 円 に つ い

て，相似比と

面積比の関係

を見いだすこ

とができる。 

・相似な多角形や円

について，相似比と

面積比の関係を調

べる。 

・相似な平面図形の

相似比と面積比の

関係を確認する。 

○相似な平面図

形の相似比と

面積比の関係

を理解してい

る。 

 

けて，対応する

三角形の相似

比と面積比を

もとにして考

察することが

できる。 

 

相似な平面図

形の相似比と

面積比の関係

を利用して，

図形の面積を

求めることが

できる。 

・相似な平面図形の

相似比と面積の関

係を利用して，具体

的な問題を解決す

る。 

 ○身のまわりに

あるものを図

形とみなして，

相似な平面図

形の相似比と

面積の関係を

利用して問題

を解決するこ

とができる。 

○相似な

平面図

形の相

似比と

面積比

の関係

を生活

に生か

そうと

してい

る。 

２ 相似な

立体の表

面積の比

や体積比 

立体の相似の

意 味 を 理 解

し，相似な立

体の相似比と

表面積の比や

体積比の関係

を見いだすこ

とができる。 

・立体の相似の意味

を知る。 

・相似な立体で，相似

比と表面積の比や

体積比の関係につ

いて調べる。 

・相似な立体の相似

比と表面積の比や

体積比の関係を確

認する。 

○立体の相似の

意味及び相似

な立体の相似

比と表面積の

比や体積比の

関係を理解し

ている。 

○相似な立体の

相似比と表面

積の比や体積

比の関係を見

いだし，説明す

ることができ

る。 

○相似な

立体の

相似比

と表面

積の比

や体積

比の関

係を考

えよう

として

いる。 

相似な立体の

相似比と表面

積の比や体積

比の関係を利

用して，立体

の表面積や体

積を求めるこ

とができる。 

・相似な立体の相似

比と表面積の比や

体積比の関係を利

用して，具体的な問

題を解決する。 

 ○身のまわりに

あるものを立

体とみなして，

相似な立体の

相似比と体積

比の関係を利

用して問題を

解決すること

ができる。 

○相似な

立体の

相似比

と体積

比の関

係を生

活に生

かそう

として

いる。 

基本の問題 

章の問題Ａ  
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6 章 円 （10 時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・円周角と中心角の関係の意味を理

解し，それが証明できることを知

っている。 

・円周角の定理の逆が成り立つこと

を知っている。 

・円周角と中心角の関係を見いだす

ことができる。 

・円周角と中心角の関係を具体的な

場面で活用することができる。 

・円周角と中心角の関係を見いだそ

うとしている。 

・円周角と中心角の関係について学

んだことを生活や学習に生かそう

としている。 

・円周角と中心角を活用した問題解

決の過程を振り返って検討しよう

としている。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

円
周
角
の
定
理 

カメラの位

置を調べよ

う 

10 

円周角と中心

角の関係を見

いだすことが

できる。 

・2 点を一定の角度で

見込む角の頂点は

どのような図形の

上にあるかを調べ

る。 

・1 つの円で同じ弧に

対する円周角の大

きさはどうなるか

を調べる。 

 ○円周角と中心

角の関係を見

いだすことが

できる。 

 

○円周角と

中心角の

関係を見

いだそう

としてい

る。 

１ 円周角

の定理 

円周角と中心

角の関係の意

味を理解し，

それが証明で

きることを知

る。 

・１つの弧に対する

円周角の大きさが

一定であることの

証明について考え

る。 

・円周角の定理を確

認する。 

・円周角の定理を利

用して，角の大きさ

を求める。 

○円周角と中心

角の関係の意

味を理解し，そ

れが証明でき

ることを知っ

ている。 

○円周角の定理

を利用して，角

の大きさを求

めることがで

きる。 

○円周角と中心

角の関係の証

明について，構

想を立てるこ

とができる。 

円周角と弧の

定理を見いだ

し，それを利

用して図形の

性質を証明す

ることができ

る。 

・円周角と弧の定理

を確認する。 

・円周角と弧の定理

を利用して，図形の

性質を考察する。 

 ○円周角と弧の

定理を利用し

て，図形の性質

を証明するこ

とができる。 

 

直径と円周角

の定理を見い

だし，具体的

な場面で活用

することがで

きる。 

・直径と円周角の定

理を確認する。 

・直径と円周角の定

理を利用して，角の

大きさを求める。 

・直径と円周角の定

理を具体的な場面

で活用する。 

○直径と円周角

の定理を利用

して，角の大き

さを求めるこ

とができる。 

○直径と円周角

の定理を具体

的な場面で活

用することが

できる。 
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２ 円周角

の定理の

逆 

円周角の定理

の逆が成り立

つ こ と を 知

る。 

・円周角の定理の逆

が成り立つかどう

かを調べる。 

・円周角の定理の逆

が成り立つことを

確認する。 

・円周角の定理の逆

を利用して，4 点が

１つの円周上にあ

るかどうかを判断

したり，図形の性質

を考察したりする。 

○円周角の定理

の逆が成り立

つことを知っ

ている。 

○円周角の定理

の逆を利用し

て，4 点が１つ

の円周上にあ

るかどうかを

判断すること

ができる。 

○円周角の定理

の逆を利用し

て，図形の性質

を証明するこ

とができる。 

基本の問題  

２ 

円
周
角
の
定
理
の
利
用 

船の位置を

見つけよ

う 

円周角の定理

の逆を利用し

て，見込む角

についての条

件をみたす点

の求め方を考

えることがで

きる。 

・船から望遠鏡で目

印を見たときの，2

つの目印を見込む

角度から，地図上の

船の位置を求める

方法を考える。 

 ○円周角の定理

の逆を具体的

な場面で活用

することがで

きる。 

○円周角と

中心角の

関係につ

いて学ん

だことを

生活や学

習に生か

そうとし

ている。 

○円周角と

中心角を

活用した

問題解決

の過程を

振り返っ

て，検討し

ようとし

ている。 

１ 円周角

の定理の

利用 

円周角の定理

を利用して，

円外の 1 点か

らの接線を作

図する方法を

考えることが

できる。 

・円外の 1点からの接

線を作図する方法

を考える。 

・円外の 1点からの接

線を作図する。 

○円外の1点から

の接線の作図

方法を理解し，

作図すること

ができる。 

○円外の1点から

の接線の性質

を理解してい

る。 

○円周角の定理

を具体的な場

面で活用する

ことができる。 

円周角の定理

を利用して，

図形の性質を

見いだし，証

明することが

できる。 

・円と交わる直線で

できる図形の中に，

相似な図形を見つ

け，相似であること

を証明する。 

 

○円周角の定理

を利用して，図

形の性質を見

いだし，証明す

ることができ

る。 

章の問題Ａ 
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7 章 三平方の定理 （13 時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・三平方の定理の意味を理解し，そ

れが証明できることを知ってい

る。 

・三平方の定理を利用して，直角三

角形の辺の長さを求めることがで

きる。 

・三平方の定理の逆が成り立つこと

を知っている。 

・三平方の定理を見いだすことがで

きる。 

・三平方の定理を具体的な場面で活

用することができる。 

・三平方の定理を見いだそうとして

いる。 

・三平方の定理について学んだこと

を生活や学習に生かそうとしてい

る。 

・三平方の定理を活用した問題解決

の過程を振り返って検討しようと

している。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

三
平
方
の
定
理 

3 つの正方

形の面積の

関係は？ 

13 

 

直角三角形の

各辺を 1 辺と

する 3 つの正

方形の面積の

間に成り立つ

関係を見いだ

すことができ

る。 

・直角三角形の直角

をはさむ 2 辺をそ

れぞれ 1 辺とする

正方形を分割して，

斜辺を 1 辺とする

正方形に重ねる。 

・方眼を使って直角

三角形と各辺を 1

辺とする 3 つの正

方形をかき，それら

の面積の間の関係

を調べる。 

 ○直角三角形の

各辺を1辺とす

る3つの正方形

の面積の間に

成り立つ関係

を見いだすこ

とができる。 

○三平方の

定理を見

いだそう

としてい

る。 

１ 三平方

の定理 

三平方の定理

の意味を理解

し，それが証

明できること

を知る。 

・直角三角形の 3辺の

長さの間に成り立

つ関係を証明する。 

・三平方の定理を確

認する。 

・三平方の定理を利

用して，直角三角形

の辺の長さを求め

る。 

○三平方の定理

を利用して，直

角三角形の辺

の長さを求め

ることができ

る。 

 

○三平方の定理

を証明するこ

とができる。 

２ 三平方

の定理の

逆 

三平方の定理

の逆が成り立

つ こ と を 知

る。 

・三平方の定理の逆

が成り立つかどう

かを考える。 

・三平方の定理の逆

を確認する。 

・三平方の定理の逆

を利用して，三角形

が直角三角形であ

るかどうかを考え

る。 

○三平方の定理

の逆を利用し

て，三角形が直

角三角形であ

るかどうかを

判断すること

ができる。 

 

基本の問題 
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２ 

三
平
方
の
定
理
の
利
用 

必要なコー

ドの長さ

は？ 

 

三平方の定理

を利用して，

具体的な場面

で求めたい長

さを求める方

法を考えるこ

とができる。 

・地域のモニュメン

トにイルミネーシ

ョンの飾りつけを

するのに必要なコ

ードの長さの求め

方を考える。  

 ○三平方の定理

を具体的な場

面で活用する

ことができる。 

○三平方の

定理につ

いて学ん

だことを

生活や学

習に生か

そうとし

ている。 

１ 三平方

の定理の

利用 

三平方の定理

を利用して，

正方形の対角

線や正三角形

の高さなどを

求めることが

できる。 

・三平方の定理を利

用して，正方形の対

角線や正三角形の

高さなどを求める。 

・特別な直角三角形

の 3 辺の比を確認

する。 

・三平方の定理を利

用して，具体的な場

面で求めたい長さ

を求める。 

○特別な直角三

角形を利用し

て，直角三角形

の辺の長さを

求めることが

できる。 

 

三平方の定理

を利用して，

平面図形のい

ろいろな長さ

を求めること

ができる。 

・三平方の定理を利

用して，2 点間の距

離や，円と球におけ

る線分の長さを求

める。 

 

三平方の定理

を利用して，

空間図形のい

ろいろな長さ

を求めること

ができる。 

・三平方の定理を利

用して，直方体の対

角線の長さや，円

錐，角錐の高さを求

める。 

 

どれくらい

遠くから見

えるかな？ 

身のまわりの

問題を，三平

方の定理を利

用して解決す

ることができ

る。 

・富士山がどれくら

い遠くから見える

かを，地球を球とみ

てその切り口の円

を考え，三平方の定

理を利用して求め

る。 

 ○身のまわりの

問題を，三平方

の定理を利用

して解決する

ことができる。 

○三平方の

定理につ

いて学ん

だことを

生活や学

習に生か

そうとし

ている。 

○三平方の

定理を活

用した問

題解決の

過程を振

り返って

検討しよ

うとして

いる。 

２ いろい

ろな問題 
 

三平方の定理

を具体的な場

面で活用する

こ と が で き

る。 

・直方体に糸をかけ

るときの最短の長

さを，展開図に表し

て，三平方の定理を

利用して求める。 

 ○三平方の定理

を具体的な場

面で活用する

ことができる。 

○三平方の

定理につ

いて学ん

だことを

生活や学
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三平方の定理

を具体的な場

面で活用する

こ と が で き

る。 

・長方形の紙を折っ

てできる図形の線

分の長さを，三平方

の定理やこれまで

に学んだ図形の性

質を利用して求め

る。 

・円とその接線でで

きる図形の線分の

長さを，三平方の定

理やこれまでに学

んだ図形の性質を

利用して求める。 

 

 

習に生か

そうとし

ている。 

 

基本の問題 
 

章の問題Ａ  
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8 章 標本調査 （6 時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・標本調査の必要性と意味を理解し

ている。 

・コンピュータなどの情報手段を用

いるなどして無作為に標本を取り

出し，整理することができる。 

・標本調査の方法や結果を批判的に

考察し表現することができる。 

・簡単な場合について標本調査を行

い，母集団の傾向を推定し判断す

ることができる。 

・標本調査の必要性と意味を考えよ

うとしている。 

・標本調査について学んだことを生

活や学習に生かそうとしている。 

・標本調査を活用した問題解決の過

程を振り返って検討しようとして

いる。 

毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表

現 

主体的に学

習に取り組

む態度 

１ 

標
本
調
査 

どのように

調査してい

るのかな？ 

６ 

身のまわりで

行われている

調査には全数

調査と標本調

査があること

を知り，標本

調査の必要性

と意味を理解

する。 

・中学校で昼休みに

流してほしい卒業

ソングを調査する

方法について考え

る。 

・全数調査，標本調査

の意味を知る。 

・標本調査が行われ

るのはどのような

場合かを考える。 

・母集団，標本の意味

を知る。 

○全数調査，標本

調査の必要性

と意味を理解

している。 

○母集団，標本の

意味を理解し

ている。 

○標本調査が行

われる例につ

いて，全数調査

ではなく標本

調査が行われ

る理由を考え，

説明すること

ができる。 

○標本調査

の必要性

と意味を

考えよう

としてい

る。 

１ 標本調

査 

標 本 調 査 で

は，標本を無

作為に抽出す

る必要がある

ことを理解す

る。 

・母集団の傾向を推

測するためには，標

本をどのように取

り出せばよいかを

考える。 

・無作為に抽出する

ことの意味を知る。 

・無作為に抽出する

方法を知る。 

○標本調査では，

標本を無作為

に抽出する必

要があること

を理解してい

る。 

○無作為に抽出

する方法を理

解し，乱数さ

いや乱数表，

コンピュータ

を使って，標

本を無作為に

抽出すること

ができる。 

 

簡単な場合に

ついて標本調

査を行い，母

集団の傾向を

推定し判断す

ることができ

る。 

・ミニトマトの糖度

の平均値を，標本調

査を利用して推測

する方法を考え，実

際に標本調査を行

って推測する。 

 ○簡単な場合に

ついて標本調

査を行い，母集

団の傾向を推

定し判断する

ことができる。 

○標本調査

について

学んだこ

とを生活

や学習に

生かそう

としてい



205 

 

 

標本調査を利

用して，母集

団における割

合を推定し，

求めたい数量

を求めること

ができる。 

・標本調査を利用し

て，母集団における

割合を推定し，求め

たい数量を求める。 

○標本調査を利

用して，母集団

における割合

を推定し，求め

たい数量を求

めることがで

きる。 

 る。 

２ 標本調

査の利用 

標本調査の方

法や結果を批

判的に考察し

たり，調査の

計画を立てた

りすることが

できる。 

・身のまわりで行わ

れた標本調査の方

法や結論について，

批判的に考察する。 

・標本調査を実際に

行って，母集団の傾

向を推測し判断す

る。 

 ○標本調査の方

法や結果を批

判的に考察し

たり，調査の計

画を立てたり

することがで

きる。 

○標本調査

を活用し

た問題解

決の過程

を振り返

って検討

しようと

している。 

章の問題Ａ  

＊総合演習＝２１時間 


